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研究成果の概要（和文）：  社会的な存在である人間にとって基本的な生活要素である対人関係について、実際に会話
を行っている最中に近赤外線スペクトロスコピィNIRSを用いた記録を行うことで、その脳基盤を検討した。健常者や精
神疾患の会話における脳機能が、性格特徴や臨床症状と関連していることが明らかとなり、実世界脳画像real-world n
euroimagingを用いた複数個体神経科学two-person neuroscienceという新しい学問分野を提唱することができた。

研究成果の概要（英文）：Interpersonal relationship is one of the fundamental daily activities of human 
beings as social entities. Brain substrates of such interpersonal relationship were investigated by 
recording brain functions just during real conversations between two persons. Obtained brain activities 
corresponded to personality features in healthy subjects and clinical symptoms in psychiatric disorders. 
These findings lead to a pioneering science field “two-person neuroscience” through “real-world 
neuroimaging”.

研究分野： 精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 
社会的な存在である人間にとって、対人関

係は基本的な生活要素である。この対人関係
の脳基盤は「社会脳」として研究が行われて
いるが、そのほとんどは 1 人で行う対人課題
についてのもので、2 人の人間が実際に対人
関係を行っている際の脳機能を検討してい
るわけではない。これは、社会脳研究に用い
られる fMRI において、被検者は仰臥位でガ
ントリーに頭を固定された無動の状態とい
う不動の姿勢を保たなければならない ため
である。 

 しかし最近サルについては、実際に個体間
行動を行っている 2 頭の神経細胞活動を同時
に記録する試みが始まり、これまでまったく
知られていなかった知見が報告されている
（藤井直敬『つながる脳』）。人間についても、
実際に対人行動を行っている最中の脳機能
を 2 人同時に明らかにする（”two-person 
neuroscience”）ことが求められているが、脳
機能画像計測の技術的な制約のためにこれ
まではほとんど報告がない現状にある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、NIRS を用いて実際に対人行
動を行なっている最中の脳機能を 2 人同時に
測定する方法を確立し（two-person 
neuroscience）、そこで開発した方法を精神疾
患における対人行動障害の脳基盤の解明と
その改善に応用することを目的とする。これ
は、対面座位という自然な状況で脳機能が測
定できるNIRS の利点を生かしたものである。
具体的には、①2 人同時計測に適した対人行
動の標準課題 の確立、②健常者における対
人行動の脳基盤の解明、③精神疾患における
日常生活場面での対人行動特徴と脳機能の
関連 の解明、の 3 点を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
研究は全体として 3 年間計画で行った。第

1 年度は、これまでに実施してきた予備的な
検討の結果をもとに、「NIRS での 2 人同時測
定に適した対人関係課題の確立」を目指した。
第 2 年度は、健常者を対象として上記課題の
NIRS 検査を実施し、2 人のデータを統合的に
解析する方法を確立することで、「健常者に
おける対人行動と脳機能の関連の解明」を行
った。第 3 年度は、統合失調症・気分障害・
不安障害などの精神疾患患者を対象として
上記課題の NIRS 検査を実施して健常者の結
果と比較した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 統合失調症を対象とした検討 

（J Psychiat Res 47:1581-9, 2013）。 

 
 この会話課題を用いて、統合失調症（男性
20 例・女性 11 例，35.1±12.4 歳，罹病期間
11.2±8.7 年）を対象として、年齢・性別を合
致させた健常者と比較すると、会話による脳
機能の賦活は背外側前頭前野においては健
常者と差を認めず、腹外側前頭前野において
賦活が減衰を示すという結果であった。 

 
 
 統合失調症における実行機能の低下と、自
我機能の過敏に対応する可能性が考えられ
た。また、発話／聴取相に応じた賦活の変動
が明瞭でなく、情報の受信・送信の切替え機
能が十分でない可能性が考えられた。この会
話による NIRS データは、ほとんどのチャン
ネルにおいて言語流暢性課題における NIRS
データとは相関を示さなかった。 

 

統合失調症群において、この会話による賦
活は課題における会話の量や質、抗精神病薬
服薬量とは関係せず、PANSS で評価した陰性
症状（N 得点）と右半球の下前頭部と左半球
の上中側頭部において負の相関を認めた。 
 
(2) 気分障害を対象とした検討 

（J Psychiatr Res 57:74-83, 2014） 
 
 大うつ病性障害（男性 14 例・女性 15 例，
34.5±9.0 歳，罹病期間 4.1±3.6 年）、双極性
障害（男性 14 例・女性 17 例，34.9±6.6 歳，
罹病期間 9.7±7.0 年）を対象として、年齢・
性別を合致させた健常者と比較した。 

大うつ病性障害と双極性障害のいずれに



ついても、会話による脳機能の全体的な賦活
は左半球の背外側前頭前野から前頭極にか
けて低下を示し、また発話相による賦活は前
頭極で低下を示した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
大うつ病性障害群においては、全体的な賦

活が GAF 得点と正の相関を、双極性障害群
においては発話相による賦活が発症年齢と
負の相関を示した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
(3) 会話における 2 人の脳機能 
 
 上記の検討を発展させ、会話を行っている
2 名の脳機能を同時に測定し、その関係を検
討する試みを行った。初対面の被検者ペア 7
組について、上記と同じ 15 秒交代の 180 秒
間の会話課題（15 秒条件）と、そうした制約
のない自由な会話（自由条件）の 2 課題を実
施し、その最中の脳活動を NIRS で検討した。 
いずれの課題においても、前頭部から側頭

部にかけての広い範囲で賦活が認められた
が、自由会話（黒線）では 180 秒の課題区間

の後半で賦活が小さくなっていくのに対し
て、制約会話（赤線）ではそうした傾向が目
立たたなかった。これは、制約会話において
15 秒交代という不自然な会話を継続するた
めに、意識的な努力を必要としたことを反映
した結果と考えられた。 

 
 会話を行った 2 名のペアの脳賦活の関係を
波形相関として検討すると、15 秒条件では広
い範囲で正の相関を認めたのに対して、自由
条件ではそうした正の相関のなかで右半球
の背外側前頭前野では相関は負であった。制
約会話における広い範囲の正の相関は、不自
然な会話を継続するために 2 名の被検者の脳
賦活が同期していたことを示唆すると考え
られる。これに対して自由会話での負の相関
は、場の雰囲気にもとづいて自然に話し手と
聞き手という役割分担とその交代ができた
こと、そうした場の雰囲気や役割分担を右背
外側前頭前野が担っていることを示唆する
と考えらえられた。 
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